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○埼玉県鴻巣市 

学力向上の取組み及びＩＣＴの効果的な活用について 

【所 見】  

当時の市長の指示で、現行ＩＣＴ機器が 2020 年八月に賃貸借期間満了と

なることを見越し、2018 年から教育ＩＣＴ環境の刷新を検討した。2019 年

九月に『鴻巣市学校教育情報化推進計画』を策定。この計画には、関係者全

員の「新しい時代に生きていく子供たちのために」という熱い思いを込めて、

教育ＩＣＴ環境の刷新が実現したと聞いた。 

二人のキーパーソンの存在と、現場で働く先生の深い理解の下で実現する

ことができたと聞いた。二人の考えは、このタイミングで教育の情報化を進

めなければあっという間に５年、６年と遅れてしまうという共通の危機感が

あったと聞いた。どこでも持ち運びができて用途を意識しないで活用できる

環境を作り、先生の働き方改革を進めることで、生徒と向き合う時間を作る

ことが最大の目的と当時の担当者は豪語していたと聞いて、さすが先進地の

意気込みは違うと感じた。 

今後の課題として、デジタルシティズンシップ教育の推進の必要性につい

て、ＩＣＴの推進やデジタル化がさらに進み、使い方をより理解して安全に

健全に端末を使えるように指導教育を徹底することは現時点でも課題であ

り、今後も全中学校で授業実践していくそうである。今回の事例を聞いて、

凄いと感じたのは、現場の先生のやる気、市の職員のやる気、市長のやる気、

教育長(行政機関の方)を配置することにより、教育現場と行政の情報共有が

図られ、最終的にスピード感を持って事業を推進することが出来たと感銘し

た。 

本市の教育のＩＣＴ・デジタル化の推進に必要な要素をたくさん学ぶこと

が出来た事業であり、本市も鴻巣市同様に生徒と向き合う時間をつくるため

の手段としてＩＣＴデジタル化の更なる推進に大いに参考になる視察であ

った。   



○神奈川県小田原市  

  まちのコイン「おだちん」事業について 

【所 見】  

 令和２年、おだちんは、人と人とをつなげるためのコミュニティポイント

として神奈川県の「つながりポイント事業」と連携して小田原市で展開され

た。 

目的は小田原市が掲げる、持続可能な地域社会の実現に向けて、人の力に

着目してより一層推進していく方針が国から評価され、SDGS 未来都市、自

治体 SDGS モデル事業に選定された。おだちんは SDGS に関連した取り組みを

行う場合に、お金で払うほどではないがお礼ができるコミュニティポイント

である。 

スマートフォンのアプリケーションを使って、スポットと呼ばれる店舗な

どと利用者の間でポイントをやり取りすることが出来る仕組みである。 

 当初、思い描いていたのは地域通貨のような地域経済活性化のための仕組

みと考えていたので、環境問題 SDGS を地域社会で実践しながら意識の高揚

を図り、若い世代や高齢者まで幅広く自分ごと化するためのきっかけに繋が

ることを目的とした事業と聞いて、大変驚いた。SDGS を自分ごと化するた

めの体験事例＝もらう、あげる、おだちんは、法定通貨で価値化、表現でき

るものは取り扱わない。まちや人にちょっといいことをしたり、誰かと仲良

くなるなど、お店でモノを売る・買うだけではない体験ができる仕組みであ

った。現在、登録利用者 4,210 人、登録スポット 116 者。メディア、ホーム

ページ、ＳＮＳにより周知し、利用者を中心に情報が広がっており、更なる

飛躍が期待されている。面白いのは、地域以外の方も参加できて、貯まった

ポイントを他地区でも利用可能な点は創造性を膨らませる事業と感じた。 

 本市の SDGS に対する市民の意識感覚と大きく乖離していることと今後足

利市が取り組まなければならない課題に向き合っている先進的事例と感じ

た。地元経済政策と絡めて SDGS の意識高揚を図ることが出来れば更に進化

する事業になる可能性の高い事業であり、本市としても参考にすべき事業で

あった。 


